
　(マツダオートザム八女）

令和5年4月12日
古賀モータース株式会社

〈期間　令和4年4月～5年3月〉

エコアクション21
環境経営レポート



平成23年1月10日　　制定
令和5年11月20日　　改定

＜基本理念＞

＜行動指針＞

1. 環境に関する法規制を遵守します。

2. 限りある資源を大切にするため、省資源・省エネルギーに努めます。

3. 使用済み自動車の適正処理、リサイクルを推進します。

4. 循環型社会に向けて、廃棄物の削減・再使用・再利用活動を推進します。

5. グリーン購入を推進します。

6. 化学物質を適正に使用します。

7.

８. 環境改善目標を定め、継続的な環境改善活動を実践します。

９. 工場及び店舗周辺の公道を含めた定期的な清掃による自然環境の保全に
努めます。
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古賀モータース株式会社

代表取締役社長

　環境経営方針

古賀　雄一郎

古賀モータース株式会社は、自動車販売・自動車整備などの全ての事業活動
において、自然との調和を図りながら、地球環境の保護と豊かな社会づくり
に貢献します。

下取りした自動車の適正使用を推進します。

全従業員にこの環境経営方針を周知徹底するとともに、環境経営レポート
を作成し、公表します。



1.　事業社名及び代表者

古賀モータース株式会社

代表取締役社長　　古賀　雄一郎

2.　所在地

福岡県八女市納楚４３９－４

3.　事業内容

マツダブランドの乗用車・商用車の新車販売

中古自動車販売

部品・用品などの販売

自動車整備業(車検・点検・修理）

損害保険代理業 

4.　事業の規模

延べ床面積 １，５４８㎡

入庫台数 ２，６２２台

（注）上記数値は、令和4年度状況です。

5.　環境管理責任者及び担当者

6 対象範囲

１）対象とする組織 全社

２）対象とする活動 マツダブランドの乗用車･商用車の新車販売

中古車自動車販売

部品･用品などの販売

自動車整備業（車検･点検･修理）

損害保険代理業

事業経営活動の概要

環境管理責任者 大谷　英樹

EA21環境推進事務局 古賀　雄一郎

店舗数 １店舗

従業員数 7名

FAX 0943-22-5235

連絡先 TEL 0943-22-5767
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改定者　　古賀　雄一郎

従業員数　　7名

ＥＡ２１推進委員会

(4人） (2人） (1人）

＜役割＞

環境統括責任者 環境マネジメントシステム（以下EMS）に関する統括責任者

＜社長＞ 　・ EMSの実施及び運用に必要な人・設備・費用・時間を用意

　・ 環境管理責任者の任命

　・ 環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

　・ 環境目標の設定を承認

　・ 代表者による全体の評価と見直しを実施

　・ 環境活動レポートの承認

環境管理責任者 実務上の責任者として、全社の環境取り組みを推進する

＜役員・業務/サービス部門長＞      ※代表者は、環境活動の実務に関して全部門に対する指揮命令権限を委譲

　・ EMSの構築、実施、管理

　・ 環境活動計画書、環境関連法令取りまとめリスト等の承認

　・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告

　・ 環境活動レポートの確認

EA21推進委員会 環境管理責任者が主催してエコアクション21に関する審議をする。

・ 環境目標の達成状況の報告審議を行う。

・ 環境活動計画の実施状況についての報告と審議を行う。

・ 環境活動レポートの報告を行い、実績の評価を行う。

・ 委員会の開催頻度は3ヶ月に1回とする。

EA21推進事務局 環境管理責任者をサポートし、EA21推進事務局として全社の環境取組を推進する

環境推進担当者 　・ 環境取り組みの指導・支援

　 　・ 環境データの集計・取りまとめ

部門長 全社の環境取り組みを推進する

　・ 担当部門の環境取り組みの責任者

店舗環境管理責任者 　・

＜正：店長、　副：サービスMgr＞ 　・

　　

店長 店舗の環境取り組み全体の責任者として、店舗環境取組の推
進・管理

　実施体制（対象組織）

MECA21を中心にサービス領域の環境取り組みに責任を持つとと
もに店舗全体の環境取り組みにおいて店長をサポートする

サービスMgr

代表取締役

サービス部門 新車/中古車営業部門 業務部門

工場長 部門長 部門長

環境統括責任者

代表取締役

環境管理責任者

工場長

EA21推進事務局

ｻｰﾋﾞｽ・管理本部担当
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１．環境負荷の現状

二酸化炭素排出量

電力使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

廃棄物排出量

水使用量

（注1）当社の事業年度は、4月～3月迄の1年間です。

「電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の令和2年度調整後排出係数0.480ｋｇ－ＣＯ２/kWhを使用しました。」

２．環境目標（中期）

当社は、毎年、以下の各項目について削減目標に掲げ、環境改善活動を推進します。

二酸化炭素排出量 kg-co2

　 （削減率）

電力使用量

（削減率）

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

（削減率）

廃棄物排出量

（削減率）

水使用量

（削減率）

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進

（購入数）

化学物質の適正使用

（使用量把握）
下取りした自動車の適正使用の推進

（下取り中古車販売台数）

地域貢献活動の推進

（参加数）

化
石
燃
料

環境経営目標

L 0 0 0

項目 令和3年度

化
石
燃
料

項目

4

4

回 4 4 4

50

38

台 50 50 50

使用量把握

kg 48

使用量把握 使用量把握 使用量把握

5

5

品目数 5 5 5

247

- ▲1.0% ▲2.0% ▲3.0%

㎥ 255 252 250

1,238

- ▲1.0% ▲2.0% ▲3.0%

kg 1,276 1,263 1,250

658

0

- ▲1.0% ▲2.0% ▲3.0%

L 678 671 664

▲3.0%

L 3,517 3,482 3,447 3,411

- ▲1.0% ▲2.0%

▲3.0%

kWh 27,362 27,088 26,815 26,541

- ▲1.0%

目標

▲2.0%

令和6年度

23,078 22,847 22,616 22,386

令和4年度 令和5年度

L 0

単位 (基準年度）

kg 1,276

㎥ 255

令和３年実績

L 3,517

L

単位

kg-co2 23,078

kWh 27,362

678

＜古賀モータース（株）の環境経営目標＞

事業活動で生じる環境負荷の中で、特に影響の大きい「電気使用量」、「ガソリン・軽油」、「ガス」、「廃棄
物廃出量」、「水使用量」の削減、グリーン購入の推進、化学物質の適正使用、下取りした自動車の適正
使用の推進、地域貢献活動の推進に取り組む。
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当社の主要な環境経営計画の内容は以下の通りです。

①電力使用量の削減

・ 電気メーターの確認・記録

　 ・ メジャーサインの点灯・消灯の時間見直し、及び徹底

・ 不要な照明の消灯確認

・ エアコン温度設定（事務所、ショールーム：暖房20度、冷房28度）

・ エアコンフィルターの定期清掃（月1回）

・ エアコンプレッサーの退社時電源ＯＦＦの徹底　

・ 未使用時パソコンモニターOFFの徹底 等

②化石燃料使用量の削減

・ 「エコドライブ10のすすめ」を実践し、習慣化することでガソリン、軽油の使用量

　を削減する。

・ 営業車・社有・サービスカーの定期的なメンテナンスを実施する。

ショールームの照明は５つの

スイッチで明るさを調整する

様になっています。

①紙使用量の削減

・ 両面コピー・縮小コピー、裏面使用の徹底・ペーパーレス化の推進

②一般廃棄物の削減

・ 外部からのゴミ持込厳禁、新聞チラシの停止

③不要なDM配信の削減

①節水の掲示を各蛇口周辺に貼付し、節水喚起を促す。

②蛇口の閉め忘れチェック

・ グリーン購入を推進する。

・ 化学物質を適正に使用する。

・ 使用済み自動車を整備して再販する。

・ 代車利用のお客様へ燃料費の自己負担の啓蒙活動を行っていく。

・ エコタイヤ・エコオイルの販売促進

・ お客様にエコ整備の説明と普及を図る。

・ 店舗周辺の公道を定期的に清掃を行い自然環境の保全に努める。

環境経営計画

■二酸化炭素排出量の削減

■排水量削減（水使用量の削減）

■その他の削減活動

■廃棄物排出量の削減
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１．環境経営目標の達成状況 G
運用期間令和4年4月～5年3月迄）の環境経営目標と実績は以下の通りです。 R

二酸化炭素排出量
電力使用量

ガソリン使用量
軽油使用量

廃棄物排出量
水使用量
グリーン購入の推進
化学物質の適正使用
使用済み自動車の適正使用

地域貢献活動の推進
（注）運用期間の目標値は、令和3年度の年間目標で設定しています。

（注）評価欄は、G＝目標達成率100%以上、Y＝目標達成率70%以上、R＝目標達成率70%以下

（注）「電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の令和2年度調整後排出係数0.480kg-CO2/kWhを使用しました。

２．環境経営活動の取組結果の評価

（注）評価欄の表示（◎、△、×）は、以下の基準で記載しています。
　◎＝目標達成、△＝目標達成率70%以上、×＝目標達成率70%以下

3,517

kg-co2 23,078 22,847 22,121 G
G

目標達成率

kWh 27,362 27,088 27,125 37

L 678 △150671 521

△726

3,482 3,331 △151L

101% G
122% G
104%

103%

G
100%

0
G252 250 △2 101%

品目数 100%

kg 1,276 1,263 1,256 △7

5 5 5

△5

G

㎥ 255

kg 34 使用量把握 34 - -

サービスカーに必要以上に燃料をいれ
ない。また、エコドライブの意識づけ等
を行う。

①結果　目標達成している。
②要因　 燃料補給に注意し、 新車、代車のガソリン使用
量が改善されている。。

回 4 4 4 0

化石燃料の削減

評価（及び評価理由） 次年度の取組内容

評価（及び評価理由） 次年度の取組内容

○
①結果　目標達成している。
②要因　販売量に比例して増減する。

再利用等を推進する。

■排水量削減（水使用量の削減）

○

①グリーン購入は、進めている。
②ｼﾝﾅｰの適正使用に努めている。
③中古車販売には、今後も力を入れていく。
④代車利用のお客様へ燃料費の自己負担の啓蒙活動を
推進している。
⑤エコタイヤ・エコオイルの販売を促進している。
⑥お客様にエコ整備の説明と普及を図る。
④店舗周辺の清掃は、4半期で1回予定している。

今後も継続して取り組んでいく。

○
①結果　目標達成している。
②要因　洗車が多くなっているが、使用量を抑えて使って
いる。

今後　節水意識徹底に努める。

評価（及び評価理由） 次年度の取組内容

■その他の活動計画

環境経営活動の取組結果の評価と次年度の取組内容

項目 評価
実績 目標 実績

令和3年度 運用期間（令和4年4月～5年3月）

単位 削減又は増減

■廃棄物排出量の削減

G

評価（及び評価理由） 次年度の取組内容
電力量の削減

■二酸化炭素排出量の削減

○

今後も照明のこまめな消灯、エアコンの
適切な使用を行っていく。①結果　目標達成している。

②要因　猛暑、長雨等で、エアコンの使用量が多かったが
使用量を抑える事ができた。

○

燃
料

100%

G
台 90% G54 50 45



１．環境関連法規

循環型社会を形成していく為に必要な（リデュース･リユース・リ

サイクル）の取組を推進する。

特定家庭用機器を長期間使用し、排出する場合再商品化等が

確実に実施されるよう、協力しなければならない。

２．違反・訴訟の有無

当社は、環境関連法規の違反や訴訟は発生しておりません。

また、環境当局からの違反等の指摘は、過去3年間1件もありません。

フロン排出抑制法 適合

適合

適合

特定化学物質の排出量・移動量の把握
（第1種指定化学物質の年間取扱量1t以上の事業所は届出対象）

適合

PRTR法 対象外

資源有効利用促進法

消防法     (化管法） 対象外少量危険物の届出　   　オイル　　　1,100L  　　 (1,200L)

業務用エアコンの定期点検の実施，及びフロンの引渡し

家電リサイクル法

規制基準の遵守（規制地域内の事業所） 適合

適合

適合状況

水質汚濁防止法
貯油施設
（貯油施設の破損等の事故が発生した場合県知事へ報告）

適合

適合

廃棄物処理法 廃棄物の適正処理

環境関連法規への違反・訴訟の有無

環境関連法令 法令要求事項

浄化槽法
・浄化槽設置の届出
・保守点検・清掃記録

自動車リサイクル法 使用済自動車の適正処理

悪臭防止法
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○

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

有
○ 無

有
○ 無

有
○ 無

有
○ 無

有
○ 無

有
○ 無

評価者

環境活動計画及び取組実施状況

環境関連法令一覧表及び遵守状
況

作成者

古賀　雄一郎

4

大谷　英樹

項目 確認

2

8
前回の審査での指導事項への改善
状況

対象事業所 古賀モータース株式会社

記録日 令和5年4月12日

3

環境目標及び目標達成状況

6

外部コミュニケーション・対応記録

 

 

 

 

 

評価・コメント

実施日 2023年4月12日

全体評価・コメント（環境経営システムへの有効性・環境への取組の適切性等）

見直し項目

代表者による全体の評価と見直し・指示

環境関連法規の違反、行政からの指導はありません
でした。

各方面からの苦情、訴訟等はありませんでした。

 

 

電気の使用量削減が環境目標未達であったが，そ
の他は達成した。エコドライブと節電を更に推進す
る。

社員の環境に対する意識が少しずつできてきたこと
が感じられてきた。

1

見
直
し
関
連
情
報

 

3

4

環境目標

環境活動計画・取組項目

環境に関する組織

5

2

問題点の是正・予防措置の実施状
況

取引先・業界・関係行政機関その
他の外部動向

 

5

7

エコアクション21文書

変更の必要性 変更「有」の場合の指示事項

 今年度も会社全体で取り組み、概ね目標達成することができた。　社員の環境に対する意識も、良い方向に変
わってきており、今後も活動計画、目標引き続き継続して取り組みたい。

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し

その他（外部への対応）

 

1

6

その他のシステム要素

環境方針
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